
開催日時： 10月17日（金）
11月21日（金）

               12月19日（金）

患者さん同士の交流会 「ソレイユサロン」 13:30~15:00（対面）
個別相談 15:15~16:00（お一人様。対面またはオンラインをお選びください）

場所： 京都教育文化センター 会議室
（京大病院 正面玄関から徒歩3分 会議室の場所は別途お知らせいたします）

          

京都大学医学部附属病院に通院中・入院中の乳がん患者のみなさまへ

  乳がん患者交流会 ソレイユ

交流会の定員は6名です。できるだけ前日までにお申し込みください。
空きがあれば当日のお申込みも受け付けております。当日お申込みの場合にはLINE公式からお願
いいたします。
LINE公式アカウントでは今後の活動予定、乳がん関連のイベントやお役立ち情報などを配信中。
ご質問などもお気軽にどうぞ！

主催： 乳がん患者交流会ソレイユ
後援： 京都大学医学部附属病院 乳腺外科・がんセンター・看護部

①LINE公式アカウント
（お友達登録の上、お申込みください）

②お申込みフォーム

京大病院乳腺外科のホームページでもソレイユの活動が紹介されています
                                        https://www.brca.jp/ 

お申込みは下記のいずれかよりお願いします

～ひとりで悩まずに お話してみませんか～

ソレイユでは、患者さん同士で気軽におしゃべりできる少人数の交流会と
乳がん経験者のピアサポーターとの個別相談を行っています。

「話したい」「聞きたい」どちらも大歓迎です。
秘密厳守いたします。安心してご参加ください。

アクセスはこちら

参加費
無料

メールでのお問い合わせはこちらから：soleil.peer@gmail.com



Q:何を話して良いのかわからないのですが…
A:無理にお話頂く必要はありません。ご自身がお話したいことだけをどうぞ。聞いているだけでもOK!

Q:話したことが主治医の先生に知られてしまうのでは、と心配。
A:ピアサポーターはもちろん、参加者には秘密厳守をお願いしています。
お話したことは「その時、その場だけ」のものですので、ご安心ください。

Q:予約はキャンセルできるの？
A:はい、できます。当日キャンセルや途中入場・退出も遠慮なくお申し出ください。

Q:交流会の感染対策はどうなっていますか？
A:当面の間、ピアサポーターはマスクを着用いたします。会場の感染対策も引き続き行って参ります。
参加者の皆様にもご協力をよろしくお願い致します。

Q:治療の選択で迷っており、アドバイスが欲しい。
A:参考になりそうな資料や相談先を一緒に探したりご紹介することはできますが、
「こうした方が良い」などの治療上のアドバイスや、医療的判断はいたしかねます。

Q:LINEの公式アカウントに登録すると個人情報が知られてしまうの？
A:ソレイユの公式アカウントに登録をして頂くと、今後の活動予定や、乳がんに関するお役立ち情報を
受け取ることができます。一度メッセージを頂ければチャットでのやりとりは可能になりますが、
メッセージを頂かない限り、どなたが登録されているのかはこちらではわかりませんので、
お気軽にご登録頂き、情報を閲覧頂ければと思います。

「乳がん患者交流会ソレイユ」は2022年4月より、京大病院に通院中・入院中の
乳がん患者さんを対象に、同じく京大病院で治療経験のある乳がん経験者が
「ピア（Peer）＝「仲間」としてお話をお聴きし、一緒に考え、前に進めるように
サポートをする「ピアサポート活動」を交流会や個別相談、セミナーなどを
通して行っています。

皆さまのご不安やお悩みを完全になくすことはできないかもしれません。
でも、同じ病を経験した者同士だからこそ、わかることもあるかと思います。
告知を受けた時のショック、治療の副作用や療養生活のお悩み、漠然とした不安
などなど...勇気を出してお話してみませんか？

ソレイユ代表の岩崎智子です。 ４０代後半の子育て真っ最中に罹患し、京大病院で化学療法（抗が
ん剤・分子標的薬）、手術、放射線治療、ホルモン治療を完了しました。自身が治療中に孤独感に苦
しんだ経験から、同じ乳がんの患者さんが少しでも楽に療養生活が送れるようにサポートできれば、
との思いでこの活動を始めました。皆さまのご参加を心よりお待ちしております。
・NPO法人キャンサーネットジャパン認定「乳がん体験者コーディネーター（BEC)」
・がん相談対応経験5年以上

こんにちは！ 乳がん患者交流会ソレイユ です

【ソレイユ Q&A】

★ソレイユに参加された方のご感想★
「治療が辛かった時に何度も助けられた」
「たくさん話を聞いてもらい、気持ちが軽くなった」
「元気になった患者さんに会えて勇気がわいた」
「初めて共感してもらい、ホッとした」などなど
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